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１１．．用用途途地地域域のの設設定定のの趣趣旨旨                                            
※今回の説明は、三郷・堀金・明科地域を対象としています。 

  

（（１１））設設定定のの背背景景･･目目的的                                                                                        

本年９月議会において、「安曇野市の適正な土地利用に関する条例」が議決されました。こ

れを受けて、同条例第８条に基づく「安曇野市土地利用基本計画」を策定し、６つの基本区

域を設定します。 

これら区域のうち拠点市街区域は、「集約重視のまちづくり」を目指すなかで、優先的かつ

計画的な市街地形成、都市活力の維持･発展、豊かな都市環境の整備、安全で健康に暮らせる

生活環境の形成などを目的として、「用途地域」を定めていきたいと考えています。 

用途地域とは、都市計画法に基づく制度で、土地利用の計画的な誘導を図るために、建築

できる用途とできない用途を定めるもので、全部で 12 種類の地域があります（2p 参照）。 

 

（（２２））用用途途地地域域のの設設定定方方法法                                                                          

用途地域の設定は、各市街地の現況土地利用や安曇野市都市計画マスタープランに示され

た将来の方向性（下表）を踏まえて、適切な地域を選択し、それぞれの範囲を定めます。 

今回は、既に市街地を形成している区域に設定することから、現況土地利用の適切な維持

更新を阻害することがないよう配慮して設定を行います。 

 

 

 

区域名 三郷拠点市街区域 堀金拠点市街区域 明科拠点市街区域 

現況の 

特徴 

駅のある旧集落を核に新た

な住宅地が形成され、公共

施設も集積している。一部

に工場が混在している。 

旧集落を核に新たな住宅地

が形成され、公共施設が集

積している。周辺には大規

模な商工業施設がある。 

区域中央部の駅周辺や幹線

沿道に形成された商店街を

核に住宅地が形成され、工

場も点在している。 

市街の 

方向性 

市の南側の生活拠点として

松本市への近接性を活かし

た市街地形成 

市の西側の生活拠点として

集客力のある商業施設を活

かした市街地形成 

市の北東側の交通の拠点と

して既存の商業施設や水環

境を活かした市街地形成 

用途地

域の設

定方針 

既存の工場の維持継承を図

りながら、無秩序な用途の

混在を回避し、優良な住宅

地としての魅力形成につな

がる地域設定を行う。 

優良な住宅地として維持･

発展につながる地域設定を

行う。なお、周辺の大規模

商工業施設は、農地の動向

を見定めて、区域に含める

ことを今後検討していく。 

無秩序な用途の混在を回避

しながら、住宅や店舗、工

場など多様な用途が集積す

る市街としての魅力の維

持･向上につながる地域設

定を行う。 

※詳細は、次ページの地図をご覧ください。 

 

（（３３））用用途途地地域域設設定定ままででのの流流れれ                                                

新しく用途地域を設定するためには、県など関係機関との協議が必要となり、これらの協

議が円滑に進んだ場合であっても、正式な都市計画決定までに１年程度の期間を要します。 

したがって、この決定までの間は、安曇野市土地利用基本計画に用途地域の設定区分を位

置付け、安曇野市の適正な土地利用に関する条例のなかで運用を図っていきます。  
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２２．．用用途途地地域域のの設設定定素素案案                             
三郷拠点市街区域 

＜建築可能な用途＞ 

※本表は、建築基準法別表第二の概要であり、すべての制限について掲載したものではありません。 

※２ 上記以外にも斜線制限など各地域に応じていくつかの制限があります。 

主な制限内容 

用途地域の種類 
建ぺい率 容積率 高 さ 

 50％ 80％ 10m 

 60％ 100％ 12m 

 60％ 200％ ― 

 60％ 200％ ― 

※１ 各地域で建築可能な用途については右表をご参照ください。 

※２ 上記以外にも斜線制限など各地域に応じていくつかの制限があります。 
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主な制限内容 

用途地域の種類 
建ぺい率 容積率 高 さ 

 60％ 200％ ― 

 60％ 200％ ― 

 60％ 200％ ― 

 60％ 200％ ― 

※１ 各地域で建築可能な用途については右表をご参照ください。 

※２ 上記以外にも斜線制限など各地域に応じていくつかの制限があります。 

２２．．用用途途地地域域のの設設定定素素案案                             
堀金拠点市街区域 

＜建築可能な用途＞ 

※本表は、建築基準法別表第二の概要であり、すべての制限について掲載したものではありません。 

※２ 上記以外にも斜線制限など各地域に応じていくつかの制限があります。 
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主な制限内容 

用途地域の種類 
建ぺい率 容積率 高 さ 

 60％ 200％ ― 

 60％ 200％ ― 

 60％ 200％ ― 

 60％ 200％ ― 

※１ 各地域で建築可能な用途については右表をご参照ください。 

※２ 上記以外にも斜線制限など各地域に応じていくつかの制限があります。 

明科拠点市街区域 
＜建築可能な用途＞ 

２２．．用用途途地地域域のの設設定定素素案案                             

※本表は、建築基準法別表第二の概要であり、すべての制限について掲載したものではありません。 

※２ 上記以外にも斜線制限など各地域に応じていくつかの制限があります。 


